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I T C 第 3 6 期 テーマ ： You Raise Me Up 優しさと励ましのコミュニケーション
カウンスルNo.7 第30期 テーマ ： 継承と向上 ～叡智をめざして～

カウンスルNo.7  第30期会長 住田 実寧子

当カウンスルの重厚な歴史の重みを感じながら、ITCカウンスルNo.7第30期が船出致しま

した。ITC役員会からは、暫定的に旧会則を使用する旨の指示があり、また宣誓は今まで通

りの文言で行うなど新生ITCの転換点であることを実感しています。

今後も組織検討委員会での検討事項は、多々ある事と思いますが、ITC役員会はじめ委

員会の皆様方のご苦労に感謝すると共に、ITCの今後について注視しながら今期の運営に

携わる所存でございます。

No.7第30期は、プログラム・教育の充実、新しい組織運営に対応する、組織の認知度を

高めるの三項目を今期目標とし、会員136名でのスタートです。

第1回会合は、30周年記念会合とし、「継続を寿ぐ」 の会合テーマのもと 記念講演として

平井伸治鳥取県知事をお迎えします。そしてプログラムでは 「学びの継承」 と題して各期を

映像により振り返ります。当No.7の来し方を今共にある喜びを皆様と共有できたら幸いです。

今期も第5回 「ITCのつどい」 を2018年3月2日倉吉交流プラザ視聴覚ホールに於いて

高塚人志先生により 「ヒューマンコミュニケーション講座」 と題して人間関係を何倍もよくす

るワークショップを開催致します。 「ITCのつどい」 開催については、あらためて継続するこ

との意義を感じております。どうぞ会員の皆様は、一般の方々にも参加を呼びかけ ITCの

広報に努めて参りましょう。

今期役員会は、心を一つにして私たち会員が築いた歴史を継承し、更なる向上と叡智を

め ざ し て 歩 ん で 参 り ま す 。 ど う ぞ ご 理 解 と ご 協 力 を 頂 き ま す よ う お 願 い 致 し ま す 。
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「 継承と向上 ～叡智をめざして～ 」
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第一副会長

中 井 明 子

プ ロ グ ラ ム
教 育 委 員 長

30周年の記念の年に大役を引き受けてしまいました。会長の目的や意向を実現すべく、
的確にスマートに活動する役員会の一員として真摯に取り組んで参ります。新しいITCとなり、
意気込みと不安が交差していますが、知恵を出し合い、力を合わせて、知性と品格のある
No.7を作ってまいりましょう。

第1回会合は30周年記念会合です。会合テーマを「継続を寿ぐ」としました。30年の歴史を
皆でお祝いしましょう。第2回会合テーマは学んだことを実践する「成果を楽しむ」です。
そして、第3回会合テーマは知識が深い知性に昇華することを期待して「叡智をめざす」とい
たしました。それぞれのテーマに沿ったプログラムを考えています。是非カウンスル会合に
ご出席ください。

第二副会長

小 酒 萬 喜 子

P R E M 委 員 長

会員増強、会員維持を主目的としたPREM活動が任務です。「クラブ間交流」は年々参加
者が増えています。会員同士の親しさが増し、繋がりが強くなっています。それに伴いコミュ
ニケーション能力も上達しているはずです。PR活動の1つとして第5回「ITCのつどい」を
開催いたします。たくさんのゲストをお誘い下さい。

入会動機で多いのは「クラブの会員がキラキラ輝いて見えたこと」です。会員それぞれが
いっそう魅力的になれば、新入会員が増えると思います。新生ITCが未来へ続くように学ぶ
楽しさ成長する喜びを共有する仲間を増やしていきたいと思います。宜しくお願い致します。

書 記

播 磨 篤 子

当初私にこのお役が務まるかどうか不安でしたが、住田会長をはじめ役員の皆様の助言を
受けながら何とか一歩踏み出したところです。せっかく頂いたこのチャンス。自分の持ち場
をしっかり理解し実行する中で色々学び、期末「やってよかったー！」と心からそう思えたら
いいなと思います。宜しくお願いします。

会 計

竹 田 初 美

節目のこの年に素晴らしい役員の皆様とのご縁を頂き会計の任に就くことになりました。
住田会長を主軸に皆様と力を合わせて重責を果たすべく真摯に取り組んでまいります。また、
お預かりした会費は予算に沿って支出を管理し、正確かつ速やかに任務を遂行してまいりま
す。ご協力よろしくお願いいたします。

議会法規役員

岡 崎 祥 子

私たちの学びの組織はその名称をITCとして新たにスタートいたしました。組織においては
幾多の変遷をみようとも、この組織の典拠とする「ロバート議事規則」には何ら変わりはあり
ません。引き続きこのロバート議事規則を拠り所として堅実な会合運営を目指したいものと
思います。皆様とご一緒に楽しみながら議事規則に親しんで参りましょう。

Stop—Stay—Start approach
ITCは組織検討委員会での慎重な協議のもと、役員会による最終判断が下され、新組織になる過程がHPに

逐次掲載されています。ご覧いただけば、よくお分かりのことと思います。8月末には、「シアトル国際大会の報告
とこれからの展望」に関する書面が送られています。その中で興味深く感じたのが、国際とのリンク案に関する
分析的な考え方です。つまり組織が変わるには、既にある組織をもとに、各グループで、3段階のアプローチ．．
（Stop —Stay—Start approach）で変革していく必要性を説いています。
意見としては、 Stop ： トップダウンの組織運営／日本にそぐわない資格認証など

Stay ： 会合がビジネス・プログラムの二部構成／ITCの理念・目的など

Start ： 組織のスリム化／日本で役立つ資格認証／新生ITCの充実など が出されました。
この3ステップの思考法は頭の中では常に考えているのですが、このように文字にして拾い上げることにより、

現実を客観視でき、引いては将来の企画や計画の改善点が増幅するものと思います。ITCにおいて私たちの
組織や活動を俯瞰するときに、一考に値する思考方法であると感じます。当カウンスルでも大いに使ってみては
如何でしょうか？

ITC 特別委員会 組織検討委員会 カウンスルNo.7委員 秦野順子・岡崎祥子



カウンスルNo.7第30期会合計画（２０１７～２０１８）

第1回 30周年記念会合 第2回会合 第3回会合

期 日 2 0 1 7 年 1 1 月 1 日 （ 水 ） 2 0 1 8 年 4 月 2 4 日 （ 火 ） 2 0 1 8 年 6 月 2 6 日 （ 火 ）

会 場 ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 鳥 取 A N A ｸ ﾗ ｳ ﾝ ﾌ ﾟ ﾗ ｻ ﾞ ﾎ ﾃ ﾙ 米 子 倉 吉 シ テ ィ ホ テ ル

会合テーマ 継続を寿ぐ 成果を楽しむ 叡智をめざす

内 容

ビ ジ ネ ス

記 念 講 演

“Small is powerful”
鳥取県知事 平井 伸治 様

映像でふりかえる 『学びの継承』
エンタテインメント

ビ ジ ネ ス

スピーチコンテスト

ミニコンサート
オカリナ・サックス奏者

大原 章子 様

ビ ジ ネ ス

役員就任式

各クラブお奨め
教育・プログラム

クラブ運営研修会
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野津 寛美 ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｭｰﾛｰ委員長

吉岡 きよ乃 資格認証委員長 稲井 幾子 会計監査委員長

稲中 真知子 予算・財務委員長 柴田 久実子 会則・決議委員長

都間 ゆかり ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄ委員長

廣田 花江 ホームページ委員長 坪倉 晶子 リージョン資料委員長

秦野 順子 30周年記念誌編纂委員長

新規「スピーチコンテスト規則と任務」に
則り、役員会と連携し、委員会での連絡を
密に協力して、スピーチコンテストが滞り
なく成功するように努力します。

クラブ代表スピーカーの皆様には、実力
を充分発揮していただきたいと思います。

新生ITCのもと、カウンスルNo.7の活動
をより一般の方に認知していただけるよう、
また、会員の情報源、ネット上のITC図書
館を目指してまいります。まずは、今期、初
挑戦の、3回のゴールデンリングのWEBサ
イト発行が優先課題です。ご協力をよろし
くお願いします。

ITCの組織解散が決定し、我が国に於い
てはその名称をITCとして活動を継続する
ことが決議されました。従ってカウンスル・
クラブの各レベルの会則の修正（或いは変
更）が必須になると思われます。当カウンス
ルにおいては、速やかに、提示された新サ
ンプルカウンスル会則と照合し、対応して
参ります。

カウンスルNo.7が設立されて爾来30年。4クラブでの出発から、多い時は8クラブで構成されたNo.7も今は

6クラブです。20周年以降、この10年の間に、初のリージョン年次大会が米子で開催されたことなど、時代の

変遷とともに様々な活動を思い起こします。このNo.7の貴重な歴史を紡ぎ、30周年の記念誌を編纂したいと

思います。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

会員の皆様、ITCの物品・資料など必要

な品をクラブで纏めて期日内に注文して

頂くと、カウンスル会合で受け取れます。

送料はいりません。

どうぞ大いにご利用下さい。

今期ITCカウンスルNo.7は第30期を
迎え、30周年記念会合が開催されます。
また、記念誌編纂・記念品の科目を設けた
事により例年よりかなり予算を増額しました。

会員の皆様の心に残る第30期となり、
且つ、役員・委員会も活発に活動できるよ
うな予算を心掛けました。

資格認証委員会はITCの今後の方向
性 を 踏 ま え て 検 討 のた め 今 期 は 活 動
休止となりました。会員一人一人の自
己研鑽のために、より効果的な方法が
確立されることを願っています。こんな
時こそ、クラブ間の情報交換が盛んに
なればうれしいです。

会則・常規に基づき、適正な会計監査を
実施するため、任務・実務・手順を学び
会計年度末監査の実施、また役員会の
要請に応じて中間監査の実施を致します。
監査のために必要な書類を確認し監査終
了後、報告書を会長へ提出いたします。

今期与えられた任務の遂行に努力いた
します。

今期の年間テーマに沿って、各々のクラ
ブが相互に学び合い、成長のお手伝いが
できるよう委員会活動を行います。

カウンスルNo.7の優秀な人材を大いに
活用して頂き、クラブの活性化やプログラ
ムの充実に繋げて頂けたらと思います。
どうぞサービスビューロー委員会をご利
用ください。
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月 会合計画

9 倉吉クラブの歴史を語る

10 議事法/全員評価

11 おもてなしの心プロトコール

12 30周年記念例会

1 グラブバック/全員評価

2 スピーチコンテスト

3 評価コンテストの教育

4 評価コンテスト/全員評価

5 チャップリンスピーチ

6 役員就任式/お楽しみ

月 会合計画

9 素朴なコロンブス

10 傾 聴

11 ビブリオバトル実践

12 マインドマッピング

1 講演とワークショップ 渡邊眞子様

2 スピーチデモンストレーション

3 ITC組織検討委員会報告

4 母 語

5 野外例会（大山開山千三百年）

6 役員就任式/クラブアワード

月 会合計画

9 議事法の基本/自己紹介スピーチ

10 心 に 響 く ス ピ ー チ / I T C と 私

11 実践議事法/Let’s Try議事法!

12 “クリスマスへのいざない”

1 大和言葉に親しむ /お茶を楽しむ

2 スピーチコンテスト

3 ビブリオバトル パート1

4 ビブリオバトル パート2 実践

5 即興スピーチ/共感～朗読を通して

6 役員就任式/サプライズ

鳥 取

米 子

倉 吉

第33期会長 ： 勝部 芳子

テーマ ： 調和と変化
～Enjoy Yourself～

これまでのITCが、そして米子クラブが過去32年にわたって

脈々と積み上げてきた多くの様々な成果や業績に調和する活動を行なう

ということが、大切で重要なことであろうと思います。しかしただ同じものを

漫然と踏襲していくということだけではなく、時代の変化に合わせて

変化していくこと、変化に挑戦する勇気も必要であろうと思います。

そしてそこには、やはり会員としての活動が楽しくなければ会員である

ことの意味も失われます。一人一人が生き生きと活動して欲しいという思い

を込めて副題を Enjoy Yourself と致しました。

第37期会長 ： 山岡 和子

テーマ ： 歩む ～共感し道を拓こう～

鳥取クラブは3名の新入会員を迎え、緊張感と期待感を持ってスタートし

ました。ITC変革の今、基本に立ち戻り学びたい・・・今期テーマを「歩む

～共感し道を拓こう～」としました。会員25名が共に歩み、共に理解を深

め尊重し、更に視野を拡げることを目標とします。

プログラムには、議事法、大和言葉、ビブリオバトル等、会員の得意分野

を活かした内容を企画しました。

所属クラブ紹介

第30期会長 ： 吉田 知子

テーマ ： “ 収獲 ”
～30年の軌跡から明日へ～

倉吉クラブは今期30周年の節目を迎えます。チャーターメンバーから

受け継いできた「クラブの伝統」に敬意を持ち、会員が共に育んできた

「学びの実り」に感謝し、新たな意欲へと繋ぐ1年にしたいと思います。

12月の30周年記念例会に向け、クラブ全員の気持ちをひとつに、

「チーム倉吉」の結束力を高めていきたいです。
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月 会合計画

9 ビジネス・えとせとら

10 表現力コンテスト 野外例会

11 よく聴くトレーニング

12 講 演 （スピーチコンテスト）

1 ビブリオバトルⅠ

2 ビブリオバトルⅡ

3 説得スピーチバトル

4 バズセッション

5 遊 書

6 資 格 認 証

月 会合計画

9 資格認証を知る

10 今日の話題 の教育

11 スピーチコンテスト

12 Enjoy Christmas！

1 講演「上手な聴き方」斉藤渉様

2 スピーチバトル

3 古典を読む～枕草子～

4 講演「足のトラブル対処法」

5 野外例会 紫野由貴工房

6 役員就任式

月 会合計画

9 メンタリングとは？

10 香道に親しむ 小泉幸子氏

11 パステルアートに挑戦

12 ビブリオバトル

1 大和ことばについて

2 スピーチコンテスト

3 講演 福谷貞夫氏

4 素朴なコロンブス

5 ディベートについて

6 ディベート実践

米子マンデー

出 雲

とっとり砂丘

水色はクラブ間交流プログラム
カウンスルNo.7 クラブ数 ６ 会員数 136名 2017年10月20日現在

第26期会長 ： 稲墻 裕子

テーマ ： 心をみがく
～リーダーの責任と寛容な心～

25年在籍できたのは、会員同士の寛容さがあってこそだと思います。

年月を重ねると様々な出来事があり、よき日もあればそうでない時もありま

す。今期は、会員同士リーダーとしての気配り、目配り、心配りのできる

コミュニケーション力を高めていきたいと思います。

心があってこそ仲間を大切に思い、共に成長していけるものだと信じます。

第28期会長 ： 和田 節子

テーマ ： 知るを楽しむ
～こころ豊かに～

出 雲 ク ラ ブ は 会 員 数 3 1 名 で ス タ ー ト し ま し た 。 テ ー マ に 沿 っ て
今期目標は、 ①プログラム・教育に楽しみながら積極的に参加し
て、仲間と共に知る楽しみを味わう。 ②上手な話し方、聴き方のス
キ ル ア ッ プ を 図 り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上 に 努 め る の 2 点
です。

これらの目的が達成できるよう、会員一人一人がお互いを尊重な
がら、こころ豊かになれる活動が出来たらと考えています。

第29期会長 ： 森 俊子

テーマ ： 明日に向かって
～伝統を繫ぐ～

今期、私たちは、大きな方向転換を迫られています。諸先輩から

の貴重な教えと伝統を守りつつ、手探り状態の中、新しい局面と対

峙していかなくてはなりません。こんな時こそ、新生 IT Cに期待し

つつ、“ピンチをチャンスに変える”よい機会になると思います。

次期米子マンデーは30周年を迎えます。良き伝統を繋ぎながら、

大きく成長出来るよう一年頑張ります。
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ＩＴＣ カウンスル Ｎｏ.７ 第30期
第 1 回会合 （３０周年記念会合）

年間テーマ 継承と向上 ～ 叡智をめざして ～

会合テーマ 「 継続を寿ぐ 」

【午前の部】

11:00              開 会 会 長

ITC宣誓 会 員

ゲスト紹介 会 長・第二副会長

会長挨拶 会 長

ビジネス

ロールコール 書 記

ITC インフォメーション 公式訪問者 ITC第36期次期会長 加藤 正枝

議事録承認 議 長

通信報告 書 記

第29期決算書・監査報告書承認 議 長

第30期予算案承認 議 長

会計報告 会 計

役員報告 各役員

役員会報告 書 記

任命役員報告 編集者

委員会報告 （書面による報告）

審議事項 議 長

コ メ ン ト 鳥 取 市 副 市 長 羽場 恭一 様

アナウンスメント 会 長 ・ コーディネーター

11:45              祝 宴

祝 辞 鳥 取 県 知 事 平井 伸治 様

ITC第36期会長 西村 みつ子

乾 杯 ITCカウンスルNo.7初代会長 西尾 琉璃子 （鳥取）

日 時 ： 2017年11月1日(水) 11：00～15：10
場 所 ： ホテルニューオータニ鳥取 鶴の間
担 当 ： とっとり砂丘クラブ
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講師プロフール 平井 伸治 様 1961年9月17日 東京神田生まれ。
1984年3月 東京大学法学部卒業 後、 地方自治の現場を志し、自治省(現総務省)入省。その後自治省、
兵庫県、福井県で勤務。 地方行政の実務や政治改革・地方税財政基盤強化等の制度改正に取り組む。
この間、1995年9月から半年間米国に派遣され、米国連邦選挙委員会、カリフォルニア大学バークレー校
政府制度研究所客員研究員。
1999年7月 鳥取県総務部長を拝命 、2001年6月 全国最年少(当時)で鳥取県副知事 、
2005年4月 総務省に移り、選挙部政党助成室長 、2006年 6月 自治体国際化協会ニューヨーク事務所長
として米国勤務。2007年 4月 鳥取県知事選挙初当選 鳥取県知事就任 。

インスピレーション

「 今自分にできること。頑張ればできそうなこと。 そういうことを積み重ねていかないと、

遠くの大きな目標は近づいてこない 」 イチロー

私 た ち が 、 強 い 意 志 と 向 上 心 で 積 み 重 ね て き た I T C 、

今まで培ってきた叡智と行動力で、新しい未来を目指そう。



【午後の部】

13:05 ゲスト紹介 第二副会長

インスピレーション 野津 寛美 (米子) 

３０周年記念プログラム

プログラムリーダー 原田 かおる (米子マンデー)

記念講演 “ Sma l l  i s  p owe r f u l ”

講 師 鳥取県知事 平 井 伸 治 様

スピーチ

カウンスル会長を経験して 田中 英子 (鳥取)

第28回リージョン大会を経験して 秦野 順子 (米子)

映像でふりかえる 『 学びの継承 』

声楽コンサート

クロージングソート 北村 由美 (とっとり砂丘)

アナウンスメント 会 長 ・ コーディネーター

15:10 閉 会 会 長

計時係 倉光 千浪 ・ 岸本 絹子 (倉吉)

コーディネーター 日下部 恵子 （とっとり砂丘）

コ・コーディネーター 稲中 真知子 （とっとり砂丘）

テノール 川 西 悠 紀 様

ソプラノ 野 津 美和子 様

ピアノ伴奏 三 浦 芳 男 様
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クラブ 鳥 取 米 子 倉 吉 米子
マンデー

出 雲
とっとり

砂丘 合 計 ゲスト数 総 数
会員

出席率

会 員 数 ２５ １３ ３０ １６ ３１ ２１ １３６

２７ １２０
68.3
％

登録者数 ２２ １１ １７ １２ １４ １７ ９３

会員数と第 1 回会合登録者数

クロージングソート

新たな扉が開いた 歴史の礎に踏み出すさらなる一歩 叡智をめざして共に進もう

あなたの持っているなにかが きっとだれかの役に立っているはず

それは、ささやかなことかもしれない

あいさつをしたり 笑顔で話を聞いたり 感謝の気持ちを伝えたり

知らず知らずのうちに 私たちは魅力あふれる人として 一隅を照らしているのです



ITC宣誓 (Pledge)

我々、インターナショナル トレーニング イン コミュニケーションのメンバーは世界中の相互理解促進

のために、コミュニケーション技術と指導力の向上に努めることをここに誓います。

Ｗｅ， ａｓ ｍｅｍｂｅｒｓ ｏｆ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔｒａｉｎｉｎｇ ｉｎ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ， ｈｅｒｅｂｙ ｐｌｅｄｇｅ
ｔｏ ｉｍｐｒｏｖｅ ｏｕｒ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ ｓｋｉｌｌｓ， ｉｎ ｏｒｄｅｒ ｔｏ ａｃｈｉｅｖｅ
ｇｒｅａｔｅｒ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ ｔｈｒｏｕｇｈｏｕｔ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ．
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第5回 ＩＴＣのつどい

ヒューマン コミュニケーション 講座

講 師 高塚 人志 氏

帝京大学医療共通教育センター客員教授

元鳥取大学医学部准教授・特任教授

日時 2018年3月2日（金） １３：００～１５：００

会場 倉吉 交流プラザ 視聴覚ホール

ITCカウンスルNo.7第30期初挑戦、

ゴールデンリングのウェブ掲載、そして、

会合プログラムの掲載、それぞれ、他カ

ウンスルニューズレターを参考に役員会

指導のもと作成いたしました。この調子

で、2号、3号に繋げたいと思います。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願

いします。

編集者・編集スタッフ

廣田 花江 黒田 多美子 大津 理恵

ITC倉吉クラブ
30周年記念例会

2017年12月12日（火）
11:00～14:40

倉吉シティホテル

記念講演

「なりたい自分になる」
大野 三恵子氏（ITC京都クラブ）

祝 宴
エンターテインメント

最 初 で 最 後 竹内 ひとみ（鳥取クラブ）

世界の177クラブから140名（登録者数）の会員が一堂に会し、アメリカのワシントン州シアトル市で開催さ
れた第69回世界大会（7月21日～26日）は、私の期待や想像を大きく超えたものでした。

この大会は、ITC国際組織を解散する決議案の協議という重く大きな議題を抱えて開会しました。
結論は賛成97票・反対7票で決議案は採択されましたが、議事進行した会長のMs. Christine Endoを
はじめ、この大会に参加したすべての会員にとって辛く寂しい決断でした。役員そして参加した会員の意見
や表情から、これはITCにとって残された唯一の選択肢であり、やむを得ない決断であったことが伝わって
参りました。言葉や文化は違っても会員が一つになり、解散という結論に至った寂しさやこれからの方向性
を一緒に見つけていこうという思いを共有した大会でした。

私が初めて参加した世界大会が、最後の大会となったわけですが、国を超えたITCの仲間との友情そして思い
を共有した経験は、人生の貴重な思い出として大切にしたいと思います。

新生ITCに関する情報は、ITCのWEBサイト、新組織インフォメーションをご覧ください。


